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0．序
　Perlmutter（1978）1）は，系統的に無関係な複数の言語間にみうけられる非人称受動文（impersonal
passive）を，普遍的に定式化するたあに，関係文法（Relationa1　Gram皿ar・以下RG）の枠組のなか
で，逆対格仮説（the　unaccusative　hypothesis，以下UUII）を提唱する。この仮説は・非人称受動文
だけでなく，他の言語現象に対しても一般的な説明をあたえることができるという点で，一般言語学
においてきわめておおきな貢献をなすといえよう。本稿では，この仮説にもとづき英文法を記述する
と，どのような知見がえられるかを，変形文法（Transformationa1　Gra皿mar，以下TG）における処
理と比較しながら考察する。2）
1．逆対格仮説
　文法関係を変更する規則（relation・changing　rules）の入力となる情報を集約する統語構造は・関
係網の始発層として表示される。この始発層において，ある文における各名詞が如何なる文法関係を
になうかは，つぎのような原則によって決定されることが提案されている。
　　　　　（1）始発層の文法関係は，文の意味構造から予測することができる。
逆対格仮説とは，この始発層における可能な（permissible）文法関係の結合様式に関する制約のひと
っで，概略，つぎのようにしめされる。
　　　　　②　自動詞構文のなかには，始発層で直接目的語をとり，主語をとらないものがある。
始発層で直接目的語をとる自動詞構文を始発逆対格構文とよぶとするど始発逆格構文を規定するの
は，つぎのような述語であると想定される。
　　　　　③　a．英語の形容詞として表現されるもの（pretty，　ta11，　etc・）
　　　　　　　b．意味的に被動作主である核的文法項をとるもの（burn，　fall・　etc・）
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c，存在やTJ羊件をあらわすもの（exist，　hapPen，　etc・）
d．非意図的な光や音の放射をあらわすもの（shine，　sparkle，etc・）
e．相をあらわすもの（begin，　start，　etc．）
f．継続をあらわすもの（last，　remai且，　etc・）
たとえば，（4a）におけるopenのしたがえる項は，動作主（Agent）と被動作主（Patient）であ
る．（4b）の。P・nのしたがえる項は，被動f乍主である．（4・）の・mi1・のしたがえる項は・意志を
もつ主体である。したがウて，（2），③の原則にてらしあわせると，④にしめした文は，（5＞によってあ
らわされる関係網に，それぞれ，対応するとかんがえられる。
（4）　a．　John　opened　the　door．
　　b．　The　door　opened．
　　c．Jolm　smiled．
（5）
P
?
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b
　●　　　　　　　　　　．　　　　　　o　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　叩。轟　　　」。｝1：1　　d。‘，1，　醐　　　　　　　d甜r　smile　　　　　　J・hn
（5a）の関係網は，主語孤線（1－arc）および直接目的語孤線（2－arc）をふくみ・これは対格構造
（transitive）とよばれる。（5b）の関係網は，直接目的語孤線を始発層においてもっている。これは
逆対格構造（unaccusative）とよばれる。ところで，　Perlmu．tter＆Postal（to　aPPear）3）は，⑥によ
ってしめされる最終主語の法則（the　Final　l　Law）を提唱する。
⑥　最終層は，逆対格構造であってはならない。
⑥の法則に違反しないように，（5b）の最終層ではdoorは主語孤線をもつ。直接目的語を主語に
かえるこのような規則は，逆対格昇格規則（Unaccusative　Advancement）とよばれる。この規則
は，直接目的語を主語にかえるという点では，受動規則（Passive）と類似している。しかし，受動規
則は，かならず，失業者（Ch6meur）をつくりだすカ9，逆対格昇格規則は失業者をつくりださないと
いう点で，たがいに相違する。（5c）の関係網は，直接目的語孤線をもたず主語孤線のみをもつ。こ
の梅造は，伝統文法で自動（intransitive）とよばれていたものであり，　RGでは逆能格構造（uner－
gative）とよばれる。
2．能格言語と対格言語
　単項述語（one－place　predicate）のしたがえる項が，述語に対し，直接目的語の文法関係をもつと
いうUCの主張は，関係文法独自の創見ではない。同様の主張は，　TGの粋組を部分的に採用しな
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がら，対格言語と能格言語を体系的に説明しようとするLyons（1968）4）によって，すでになされて
いるe
　英語は，他動詞の主語（たとえば（4a）におけるJohn）と，自動詞の主語（たとえば（4b）にお
けるdoor）とを，同一の格一すなわち，主格（nominative　case）一でマークするという点で，
対格言語とよぼれる。しかし，世界の言語のなかには，バスク語，エスキモー語，ジョルジア語など
のように，他動詞の目的語（たとえば（4a）におけるdoor）と，自動詞の主語（たとえば（4b）に
おけるdoor）とを同一の格でマークするものがある。　Lyonsは，これら2種類の格体系をもつ言語の
ありようを一般的に説明するために，つぎのような，理論的に理想的な体系を規定する。（ただし，
heは「行為者的」有生名詞表現，　himは「非行為者的」有生名詞表現，　itは「非行為者的」無生名
詞表現をあらわすものとする。）
　　　　　（7）　a　　It　m．oved．
　　　　　　　b．　正｛im　moved．
　　　　　　　c．He　moved．
　　　　　　　d．He　moved　it．
　　　　　　　e．　］ヨ［emoved　him．
この理論的に理想的な体系は，印欧語のどの言譲においても実現していない。しかし，（7b）と（7
C）とを融合（血erge）することによって，対格言語か能格言語に到達することができる。すなわち，
融合は，⑧と⑨の可能性がある。
　　　　　（8）　（7b）〕日［i血moved　　　　　　　　　　　　　　　　｝－H・m。V・d・
　　　　　　　（7c）He　moved
　　　　　（9）　（7b）Hiエn　moved　　　　　　　　　　　　　　　　｝－Him　m・v・d・
　　　　　　　（7c）He　moved
融合が⑧のように進行すれば，自動詞の主語と他動詞の主語とが同一格によってマークされる体系が
生ずる。これは対格言語体系である。一方，融合が⑨のように進行すれば，自動詞の主語と他動詞の
目的語が同一格によってマークされる体系が生ずる。これが能格言語体系である。
　ところで，（7b）のように，対格でマークされた自動詞の項を理論的に設定するということは，ま
さに，UHの主張である。また，　Lyonsは，英語において，　He　movesを＊Hi皿movesから義務的
変形によって誘導するtとを提案しているが，これは前述した逆対格昇格規則に対応する。
3．主語上昇規則
　この節では，TGとRGにおける主語上昇規期の定式化の相違をみ，その評価をくだす。
　TGにおいて，（10　a）を（10　a）に，（11　a）を（11　b）に変形する規則は，それぞれSOR（Subject‘te－
Object　Raising），SSR（Subject－to－Subject　Raising）とよばれてきた。
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鱒　a．［∫ohn　consider　［Max　be　s王nart　］］
　　b．［John　coロsider　Max［be　s斑art］］
㈹a．〔〔瓢ax　be　slnart］seem］
　　b，［Max　see塒［be　s瓜art］］
これらふたつの規llbe：，補文の主語を主文の核的文法項（nuclear　term）Uこくりあげるという点で
類似性をもつことは，はやくからきつかれていた。すなわち，SORによって，補文の主語は（終端
連鎖をかえることなしに）述語の右側の位置に移動する。一一方，SSRによって，補文の主語は，主
文の述語の左｛訊llに移動する。しかし，（VSO仮説などの統語的裏づけのない原則を導入しないかぎり）
これらふたつの上昇規則をひとつの規鋼におりたたむことはできない。
　SORのひきがねになる述語は，　believe，　expect，　considerなど，補文を直接目的語としてとる他動
詞である。（英語において，この補文が直接自的語であるという直接の統語的根拠はないかもしれな
いが，上昇名詞句の代用形は対格をとるので，文法関係継承の法則により，出身地（host）の補文は
蓬接目的語である，と結論する。）一方，SSRの適用をうける述語群は・①Hkely・certa三nなどの
形容詞類，②appear，　happenなどの存在をあらわす動詞類である。（seemはInversionの適用をう
け，toでマークされる間接目的語〈経験者〉は，始発層で主語であると想定する。すなわち，　seem
は，始発層においては，believe，　expectなどとおなじく対格構造をなす。〉第1節③にしあした原則
にもとづけば，SSRの適用をうける述語は，すべて，逆対格構造を規定する。したがって，（10　b），
（11b）1：，ともに，部分的関係綱⑫をふくむとかんかえられる。
阜考
（点纏は葎意の数の層を，X，　Yは任意の文法麗係を意味する。）すなわち，　UKを導入することによ
って，TGではえられることのなかった主語上昇規羅に闘する一般性を，　RGでは抽出することがで
きるわけである。
4．　瑛宥考上昇規劉
　誘簸で，§GRとSS豆がRGでひとつの規期としてのべることが可能である旨の議論をしめした
力二，この節でもsおなじ趣旨の議論をもうひとつしめす。それは，所有者から直接目的語への上昇規
選と，tX有者癖ら主語への上昇規劉についてである。
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blind，1ame，　bleed，　deaf，　paralyzedなど，正常な状態にくらぺなんらかの機能障害があることを
あらわす述語を，否定的所有述語（predicates　of　negative　possession）とよぼう。これらの述語は，
つぎのような同義関係にある文を構成する。
a3　a．　】ヨ［is　right　eye　is　blind．
　　b．　His　right　leg　is　lalne．
　　c．　His　right　haロd　is　paralyzed．
α4　a．　He　is　blind　in　the　right　eye．
　　b．He　is　lame　in　the　right　leg．
　　c．　He　is　paralyzed　in　the　r玉ght　hand．
⑬において，属格でマークされた所有者とその身体部分は，述語に対し，主語の関係にある。一方，
⑭において，所有者は主格でマークされており，その身体部分から統語的に分離している。かりにこ
こで，⑬と⑭を関係づける規則を，PSR（Possessor－to－Subject　Raising）とよぶこ．とにしよう。
　ところで，このように，所有者とその身体部分とを統語的に分離するとかんがえられる規則は，も
うひとつある。⑮と⑯を関係づける規則を，POR（Possessor－to－Object　Raising）とよぼう。
依う　a．　John　hit　her　face．
　　bL　John　kissed　her　lips．
　　c．　John　seiZ　ed　her　hand．
a⇔　a．　John　hit　her　in　the　face．
　　b．　John　kissed　her　o且the　lips．
　　c．　John　seized　her　by　the　hand．
⑮において，属格でマークされた所有者およびその身体部分は，述語の直接目的語であるが，⑯にお
いては，対格によってv一クされた所有者だけが，述語に対し直接目的語の関係にある。このような
同義閾係の講文をつくることができる述語は，表面接触動詞（Surface・COntaCt　VerbS）とよばれる。
⑯において，身体部分は処格（locative）をあらわす前置詞によってマークされている。この身体部
に付与された定冠詞の解釈についてみてみよう。否定的所有述語をふくむ構文の場合，前置詞句内の
定冠詞は，主語の位置にある名詞旬を指示しているのは明白である。一方，表面接触動詞をふくむ構
文の場合，前置詞句内の定冠詞は，直接目的語の位置にある名詞句を指示し，主語の位置にある名詞
句を指示することはない。したがって，すくなくとも，表層構造だけをてがかりに，前置詞句内の定
冠詞の解釈を一般的に定式化することはできない。また，たとえ・深層構造をてがかりにしても・前
置詞句内の定冠詞の一般的な解釈原則はえられない。なぜなら，否定的所有述語をふくむ構文の深層
構造において，所有者をあらわす各詞句は，述語の左側にあるが，表面接触動詞をふくむ構文の深層
構造においで，所有者をあらわす名詞句は，述語の右側にあるからである。すなわち・TGにおい
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ては，深層構造においても，表層構造においても，上記2種類の構文にあらわれる前置詞句内の定冠
詞を，一般的に定式化することはできない，とかんがえられる。
　PSRのひきがねになる否定的所有述語は，いずれも，形容詞としてあらわされる。したがって・
それらをふくむ文に対応する関係網の始発層は，逆対格構造であると想定される。一方，PORを支
配（govern）する表面接触動詞は2項述語であり，それぞれの項は主格と対格を表示する格が付与さ
れる。したがって，表面接触動詞をふくむ文に対応する関係網の始発層は，対格構造であると想定さ
れる。したがって，⑭㈹に対応する関係網は，部分的に⑰をふくむとかんがえられる。
??
（点線は任意の数の層を，Xは任意の文法関係を意味する。）この関係網によって，前置詞句内の定冠
詞の指示（ref壱rence）は，⑱のように，一般的に規定することが可能になる。
⑱　主要部に付与された定冠詞は，所有者と直接目的語の孤線をひきいる名詞句を指示す
　　る。
すなわち，UCにょって，　PORとPSRとをひとつの規則として記述することができ，言語学的に
有意義ts－一一般化をえられるという点で，　RGはTGよりひいでているといえる。
5．itとthere
　この節では，TGとRGの枠組におけるitとthereの処理の相違をみる。
　TGにおいては，（1g　a）のような構文にあらわれるit，（19　b）のような構文にあらわれるthere
は，それぞれ，別種の変形規則によって導入されるとかんがえられてきた。すなわち，itは，外置
規則（Extraposition）のあとで挿入され，　thereはTHERE挿入規劉（T］IERE　lnsertion）によっ
て導入される。
　　　　　αg　a．工t　is　certain　that　he　wi11　win．
　　　　　　　b．There　broke　out　a　riot　in　lran．
itとthereは，それぞれ，①意味的には，おおきな情報をになわない，②統語的には，単一節内の主
語の位置をしめる，という共通属性を有する。しかし，外置規則の構造記述とTHERE挿入規則の
構造記述のあいだに共通項はない。すなわち，TGにおいては，　itとthereにまたがる①，②の共通
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属性を捕捉することができない。
　ところで，外置規則を支配する述語は，⑦certain，1ikelyなどの形容詞か，②seem，　apPearなど
の状態的動詞である。また，THERE挿入規則のひきがねとなる述語は，③exist，　occurなどの存在，
事件をあらわす動詞か，④1ast，　remain，　stayなどの継続相をあらわす動詞である。これら4種類の
述語は，いずれも，始発層に逆対格構造を要求する。
　英語において，i七とthereが逆対格構造を要求する述語とのみ共起するのは，偶然ではないとお
もわれる。また，itとthereをひとつの形態素一かりに△とする一一の変異態とよぶことも可能
であるとおもわれる。なぜなら，itとthereの具現は相補分布（complementary　distribution）をな
し，△がitとして具現するかthereとして具現するかは，予測可能であるからである。すなわち，
単一節のひとつの項が補文である場合，△はitとして具現し，単一節のひとつの項が処格（10cative）
である場合，△はthereとして具現する，と規定することができるとおもわれる。複数をあらわす
形態素｛z｝の異形M4　／－s／，／rz／，／－iz／を，音素的に規定された異形態（phonemically　conditioned
allomorph）とよぴ，　oxという形態によって規定される異形態／－en！を，形態論的に規定された異
形態（morphologically　conditioned　allomorph）とよぶのにならえば，　itとthereは，統語的に規
定された異形態（syntactically　conditioned　allomorph）　とよぶことができるかもしれない。
　△は第2層で直接目的語の文法関係を当該述語に対してもつと仮定すると，⑲は，いずれも，部分
的関係網⑳をもつことになり，itとthereの意味的・統語的共通性が把握できる。
?
．? ??? ?． ??
外置現象は，like1y，　certainなどの単項述語をふくむ構丈のみならず，⑳のように，多項述語をふ
くむ構文においてもみうけられる。
（2D　a．　工doubt　it　very　much　that　he　will　co皿e．
　　b，He　took　it　for　gran、ted　that　his　friends　would　help　hiエ11．
TGの枠組のなかで，（19　a）と⑳を生成するにあたり，その構造記述と構造変化をひとつの規則に
定式化することはできないとおもわれる。何故なら，前者において，移動すべき補文は述語の左側に
あり，後者において，移動すべき補文は述語の右側にあるからである。ところが，もし，⑳の述語が
始発層で対格構造を規定すると想定すると，⑳は，いずれも，部分的関係網⑳をふくむことになる。
すなわち，TGにおけるTHERE挿入，主語からの外置，目的語からの外置に対応する操作を・RG
では，△をもちいてひとつの規則として記述することができる。
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6．　11aveとbe
〈所有〉の表現に関し謡類型学鰍こみっつの型の言語が存在す靴かんがえることができると
おもわれる。ひとつは，〈所有〉をあらわす特定の語を有する言語，ふたつめは，〈存在〉をあらわ
す語でく所有〉の鵬嫉現する言語みっつめは・〈存在〉およびく所有〉のどちらに関しても・
それらをあらわす特定の語を有さない言語である。第一と第二の類型es　・それぞれ・「HAVE言語」
rBE言語」とよばれている．・）この節でeま・，これらの一一・・rw言語学的現象もふまえ・英語のh・veお
よびbeが始発層に存在しない旨の主張をする。この分析は・すでにTGの枠組でこの問題をあつか
ったBach（1967），・）Em・nd・（1976）・）－h・v・とb・は変形規則によっ鱒入される一の主張
と，基本的には，同一である。
Ly。n・（1967）は，　b・、の機liE・Stよっつve分類している・すなわち，　b・は・つぎの例がしあすよう
に，存在・同定・属性・所在をあらわすものとする。
⑳　a．There　are　lio且s　in　Africa．
　　1〕．　That血an　is　John．
　　c．．Apples　are　sweet・
　　d．John　was　in　Centra1　Park・
このようにbeがさまざまな機能をもつということは，それだけ，　beの意味が希薄だということで
ある。さまざまな機能をもつとかんがえられるもうひとつの語彙項目にhaveがあるe　haveは，以
下にしめすように，所有権・属性・全体一部分の関係・親族関係などをあらわす。
⑳a．lhave　a　h・use・
　　b．　Ihave　a　cold．
　　c．The　house　has　a　rGof．
　　d．　John　has　a　brother．
　haveとbeには，つぎのような特性があるとかんがえられる。第一に・すでにのべたように・そ
れぞれがになう意味情報の量がすくない点があげられる。第二に・haveは他動詞，　beは自動詞とい
う相違はあるが，ともに，受動態を形成しない。第三に，（24－25）においてしめされるように，
haveとbeは，同一の知的意味を有する対を構成する場合がある。
㈲　a．My　fro丘t　tooth　is　mis3ing・
　　b，　Ihave　a斑issi且g　front　tooth．
㈲乱Her　eyes　are　beautifUl・
　　も．　She　has　beautifUl　eyes．
（このような2種類の英語の表現形式ts　，すでにのべた潜語の類型のふたつを象徴しているともい
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える。）　第四に，（前節でthereが逆対格構i文にあらわれるという主張をしたが）以下にみられる
ように，there・be構文が，　haveをふくむ構文と同一の知的意味をもつ場合がある。
㈲　a．There　are　som　e　pine　trees　behind　that　barn．
　　b．That　barn　has　some　pine　trees　behind　it．
勧　a．There　are　so皿e　paintings　hanging　en　the　wal1．
　　b．The　wall　has　some　paintings　hanging　on　it．
第五に，have／beの関与する構文は，おおむね，状態性をあらわしているといえる。なぜなら，①
ともに命令形・進行形をとりにくい，②状態性をあらわすことが本務である形容詞に，かならず，
’　beが付与される，③生理的経験をあらわす述語は状態性をあらわすとかんかえられるが，8）これと
同義でhaveをふくむ構文がある，という統語的根拠があるからである。
　　　　　鰺　　a．　　My　throat　is　sore．
　　　　　　　b．　Ihave　a　sOre　thrOat．
　　　　　摩窃a．My　head　aches．
　　　　　　　b．　Ihave　a　headache．
簗六に，それぞれが，文の意味をかえずに，同一環境にあらわれることはない。すなわち，（前節で
のべたitとthereの場合と同様）haveとbeもその具現において相補分布をなす，とかんがえられ
る。
　以上の観察をふまえると，haveとbeは始発層には（そのままの形では）存在しないとみなした
方が，一般的な記述をするうえで妥当であるとおもわれる。なぜなら，①それらに対応する語彙項目
をもたない言語がある，②それらは唯一的にひとつの意味を指示しない，③それらの具現は，他の言
語要素から予測できる，からである。さらに・haveと『beがあらわれる構文は・すべて・状態性を
あらわすので，その始発層は逆対格構造であるとかんがえられる。ところで，もしhaveとbeが始
発層に（そのままの形で）存在していないのならば，始発逆対格層を規定する述語は何なのか，とい
う問題がつぎに生ずる。この点に関して，つぎのような資料から，所有者上昇規則をひきおこす形容
詞が始発層の構造を規定する述語であると，ここではかんがえる。
　　　　　㈹　a．His　right　eye　is　blind．
　　　　　　　b．　He　is　blind　in　the　right　eye．
　　　　　　　c、He　has　a　blind　right　eye．
すでに，（30a）と（30　b）は所有者上昇規則で関連づけられることを第4節でみたが，（30c）は，
（30b）にさらに何らかの規則が関与したものとかんがえるわけである。この規則の詳細は今の段階
ではあきらかではないが，述語と主要語の文法関係をもつふたつの要素を，ひとつの構成素に結合さ
せる機能をもつことだけはあきらかであるとおもわれる。この分析によって，¢0の文が知的lc同義で
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あることが保証される。くわえて，haveをふくむ文の状態性を，（bl短dなどの）形容詞の逆対格構
造に環元することができる。すなわち，haveが具現する構文は，すべて，所有者一主要部の関係に
ある名詞句をふくむことになる。（㈱のように形容詞をふくまない文に対応する関係網の述語の位置
には，△に類する無指定の述語があると想定される。）
　形容詞がhaveをふくむ構文の述語であるとする分析は，つぎのような省略不可能（nOn・omissibl　e）
な現象を統語的に説明することを可能にするかもしれない。9）
GD　a．　ared帽behinded　ape
　　b．　＊abehinded　ape
G2　a．　a　warm・blooded　anilnal
　　b．＊ablooded　animal．
⑳　　a．　ablue・eyed　boy
　　b，＊an　eyed　boy
帥a．a　hook・nosed　man
　　b．　＊anosed　man
内在的にある性質をもつものに対して，その性質だけをあらわす表現を付加すると，その表現自身は
余剰的になる。したがって，全体の言語表現が容認可能になる，と意味的には説明できよう。ところ
で，上の・edでマークされた名詞は，いずれも，主要語の名詞に対し，譲渡不可能な（inalienable）
所有関係にある。したがって，対応する関係網のなかで，－edにようてマークされた名詞と主要語と
は，所有者一主要部の文法関係にあると想定できる。節（clause）に比して句（phrase）の関係網の
構造は，現状のRGでは明確にされていない。しかし，もし，句内では所有者一主要部をしたがえ
る述語（に相応するもの）が存在しなければならないと仮定すると，上記のb句が容認不可能なの
は，それに対応する関係綱が述語（に相応するもの）をもたないからである，と統語的に説朗するこ
とができるとおもわれる。
7．派生接辞
　これまでの節では，UHが英語の統語論にどのような貢献をなすかを観察した。ところで，　UHに
よって，統語論ばかりではなく，形態論の記述においても，これまで気づかれなかった一般性をみち
びきだすことができる。この節では，UHと派生接辞（derivational　affix）とのかかわりあいについ
て観察する。
　Lakoff（1970）10）は，以下のa文からc文をみちびくABLE代置規則（ABLE　SubstitUtion）を提
案する。
　　　　　⑳　a．We　can　read　his　handwriting．
　　　　　　　b．Ms　handwriting　can　be　read．
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　　c．　＊His　handwriting　is　able　to　be　read．
　　d．His　handwritillg　is　readadle．
BO　a．　They　ca且colnpute血is　function，
　　b・This　function　can　be　computed．
　　c．＊This　fu皿ctio且is　able　to　be　qomputed．
　　d．This　function　is　computable．
すなわち，a文に受動規則が適用してb文が生成され，　canがbe　able　toに代置され，そののち，
d文が生ずるとみなすのである。しかし，この分析は，①c文のような非文を経由しなけれぽd文が
えられないので，b文とd文とを変形規則で関連づけなければならないという統語的根拠が薄弱であ
る，②d文が受動規則を経由して生成されるなら，後置された動作主と共起できるはずであるが，実
際は，toでマークされた経験者と共起できる，u）
㈲　a　His　handwriting　is　readable　to　us．
　　b．＊His　handwriti且g　is　readable　by　us．
⑳　a．This　function　is　co皿putable　to　them．
　　b．＊This　function　is　computable　by　them．
③一a『bleという接辞を統語的な変形規則でみちびくと，　u皿・，　re・，・eeなど，他の形態論的接辞化現象
をどう処理すべきか，という問題を生ずる，④comfortable，　suitableなどは，能動的意味（「～でき』
る」）をもち，これらの主語が，基底でcomfort，　suitの目的語であったとみなすことはできない，
などの問題をはらんでいる。
　上記の問題を打開するため，ここでは，・ableの付加は，他の接辞と同様，形態論的現象のひとつ
であるとみなす。ところで，・ableは，　un－，　re・，・eeと同様，動詞に付加されるが，その結合はまった
く自由であるわけではない。12）
9? t対 格1逆　対　格 逆　　能　　格
re・
repaint
rewash
rebuild
recoin
redye
reappear
reawaken
reasoend
reignite
re且ssemble
＊re3nee猛e
＊redance
＊relaugh
＊rego
＊resmoke
unburde丘 unfo1己 串ungO
unbrace uncoil ＊unswi磁
un・ UI】arm und祀ss 幸ロntrave1
unlock unbend 寧unlove
unbar uncase ＊unbelieve
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一abte
一ee
washable
solv註ble
drinkable
pre丘xable
analyzable
employeε
draft巳e
deportee
eva6ue｛｝
no1期nee
perishable
alterable
changeahle
variable
suitable
rett工rnee
standee
refugee
absentee
e50apee
＊sneeaable
＊daロceable
＊swi皿mable
＋＊we巳pable
＊runnable
＊sneexee
＊dallcee
＊runee
＊barkee
＊go巳e
re’・　un－・　－able・　・eeのよっつの接辞は，いずれも，始発層で対格講造もしくは逆対格構造を規定する
動詞に付諏することができるが，これらの接辞は，始発層で逆能格構造をとる動詞には付加すること
はできないことが，上の表から観察される。これを一般化すると，つぎのように記述することができ
る。
㈹　re－，　m∵able，－eeは，始発橿で萢接目約語をとる動詞に付加される。
すなわち・RGにおいては，接辞佑という形態論的現象を㌣般的1こ詑述することができ，－ableだけ
淋統語的現象とみなす必然性は消滅する。
　ところで，RGの枠組でも（37　a）（38　a）のような文の文法性をどう説明するか，という問題が
のこる。tDでマータされた名詞句は，意味的には経験春であり，統語的には間接目約語の文法関係
をになうとかんがえられる。経験老は，始発層では主語であるとかんがえられるから，（37　a）（38a）
などにおける一ableのついた形1容詞は，　interesting，　boringなどの心i麗的述語（psychologica王predi・
cates＞とおなじく，3から1への降楕規則（1nversion）の適用をうけるとかんがえられる。このこと
によウて．（37b）（38b）のような文が侮故罪文なのかが説朗できる。あわせて，心理的述語と，
－ableのついた形容詞が，①経験春の心理的属性をあらわし，②toでマークされた各詞句と共起しう
る，という意秣麹・統語飽共通性もあきらかにすることができるとおもわれる。
9．詰　　　　　　譲
本稿でIS・逆＊sig仮説縄とづき，英文法を詑述すると，どのよらな一般性がえられるカ・を観察し
た。意辣論飽には，建動講溝文の諄勲炸主と勉豹調欝文の非動作主の共通性を拙出できる。また，状
態｛生をそなえる違語を特徽づけら痴る。綾籍論釣には，主語上昇規則・所有者上昇規期・虚辞的要素
（ig・there）の呉現に擁する規蜀などを，一般惣碇式イヒできる．形艦禽的には，ある種の接辞と語幹
との績金江雛する予灘を可龍にする。さらに，言論類型論的には，能格型と報格型，HAVE型とBE
墾とレうき無誉課の顛型江鰐して説1環漂理をあたえるeこのように，逆対格仮説は，個別言語および
普遷蒙ii暮の嘉逓のうえで，きわあて有効な作業仮説であるといえよう。
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